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フーリエ赤外分光分析法による乾癬i患者末梢
　　　　血単球の脂質取り込みの測定
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【目的】近年の診断機器の発達，周術期管理の向上
等により従来なら見逃されてきたような微少な腫瘤
性病変や，高度な低肺機能及び，合併症を有する症
例に対して手術が施行される機会が増加してきてい
る．従って術前のより正確な呼吸機能評価が，今ま
でにも増して重要であることは，言うまでもない．
我々は，従来の呼吸機能評価法であるスパイロメト
リー，動脈血液ガス，換気・血流シンチグラフィー
と並びCTより肺容積を算出することによる呼吸機
能評価，術後呼吸機能予測の可能性について検討し
た．
【対象】症例は，1996年9月より1998年10月まで
に当科を受診した患者よりランダムに選択した51
例で年齢は，53才から85才，平均年齢は63才，性
別は，男性40例，女性1！例，また疾患別内訳は，
肺腫瘍40例，肺気腫例，胸腺腫1例であった．
【方法】対象症例に対し，ほぼ同時期にCT，スパ
イロメトリー，血液ガス，また可能ならシンチグラ
フィーを施行しCTより算出した肺容積と比較し相
関の有無を検討した．また手術予定例に対しては，
CTより残存肺容積を算出し術後呼吸機能予測を併
せて行った．さらに術後6ヶ月以降にスパイロメト
リー，血液ガス等を行い，予測値と比較しCTによ
る呼吸機能予測の有用性に関して検討した．
【結果】CTより算出した肺容積は，　VC，　TV，一一秒
率と比較的良い相関関係が認められ，術後呼吸機能
予測の一助となりうるであると思われた．
【目的及び方法】乾癬における単球の活性化に，脂
質の取り込みが関与している可能性を考え，乾癬i患
者の血清脂質および末梢血単球中脂質をフーリエ赤
外分光光度計にて測定し，同時にPASIスコアを算
定して，健常人と比較した．
【結果】血清中のVLDLおよびLDLは，乾癬i群で高
値となる傾向を示した．血清中コレステロールエス
テルは健：常者群にくらべ乾癬群で有意に高値であ
り，高脂血症群ではさらに高値であった．リンパ球，
好中球ではコレステロールエステルは検出されなか
った．
　単球中のコレステロL一一・・ルエステルは健常者群にく
らべ乾癬群で有意に高値を示した．PASIスコアと
血清中のβリボ蛋白は相関を示した。
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脳ドックの発見病変と各種脳卒中
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【目的】脳卒中の一次予防方法の解明を主目的とし
て，社会保険病院の3施設で政府管掌保険成人病予
防検診受診者を対象に脳ドックを施行した．今回は，
無症候性脳梗塞，未破裂脳動脈瘤，頸動脈分岐部病
変の3疾患における脳卒中危険因子との関係につい
て検討した．
【方法】対象は平成4年3月～平成10年3月（6年
間）の合計4298名である．検査は，問診・診察，
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